
ノボロギクは野に生えるボロギク

の意味だよ。 ボロギクは、 山に

生えるサワギクの別な呼びかた。

見た目がボロボロだから、 そう呼

ばれるようになったんだって…。

身近な場所にたくさん

生えているよ。 庭や植

木鉢に自然と芽生えて

くることもあるんだ。
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千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

畑 ・ 野原、

公園 など

野田市で見つけるには…
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こんな場所に

生えるよ！
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タネには綿毛が

ついていて、

風の力で

遠くまで

運ばれていく。 べつ よは

サワギク ボロギク参考
さん こう
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な
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山道で沢の近くに生える

野田市には無い
花が咲き進むと

茎は立ち上がり、

50cm ほとになる

1 年じゅう

花を咲かせる
タネが熟すと

丸い綿帽子が開く

小さな花が

束になって

1 つの花の

ようになる
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